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別 紙 ３ 

平成２８年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 

 １．研究領域番号  A4 

 

 ２．研 究 課 題 名  多様なデータに対する情報縮約・クラスタリングと情報表現に関する研究 

 

 ３．研 究 期 間  平成 28 年 4 月 1 日 ～ 平成 29 年 3 月 31 日 

 

 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

飯塚 誠也 岡山大学・アドミッションセンター 教授  

 

 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

森  裕一 岡山理科大学・総合情報学部 教授  

榊原 道夫 岡山理科大学・総合情報学部 教授  

黒田 正博 岡山理科大学・総合情報学部 教授  

久保田 貴文 多摩大学・経営情報学部 准教授  

南 弘征 北海道大学・情報基盤センター 教授  

藤野 友和 福岡女子大学・国際文理学部 准教授  

 

６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

本研究は，多種多様なデータや大規模データに対応するデータの情報表現，情報縮約・クラスタリ

ング手法の評価・提案，計算アルゴリズム・分析環境の開発を目的とするものであり 

 

(1) データの視覚化手法の検討 

(2)尺度が混在しているデータに対する情報縮約・クラスタリングとその加速化 

(3) 計算環境の開発および効率化の検討 

 

を計画し，ゲノム，環境問題，地図情報などの多種多様のデータの中，尺度混在データやテキスト

データ，地理空間データなどの大規模化，複雑化したデータに対して，実データへの適用などを行

いながら新たな分析方法・情報表現法の整理・提案，それらのデータに対応する情報縮約・クラス

タリング手法や計算の加速化の提案，発見的な考察ができるような環境の開発，計算の効率化を検

討した。 

 

個別の研究打ち合わせの後，次の研究集会を行った。 
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■テーマ（研究課題名）： 

「多様なデータに対する情報縮約・クラスタリングと情報表現に関する研究」 

 

■日 時：2017 年 1 月 25 日（水）13:00-17:30 

 

■場 所：北海道大学情報基盤センター 北館 4 階会議室 

 

■プログラム： 

13:00-13:10 開会 

 

13:10-13:40 

非負値行列因子分解における反復計算の加速化 

黒田正博，*森 裕一，榊原道夫（岡山理科大），飯塚誠也（岡山大） 

 

13:40-14:10 

論述採点支援システム構築のための模擬試験データの構築 

*竹内孔一,田口雅弘,稲田佳彦,飯塚誠也,阿保達彦,上田均（岡山大） 

 

14:30-15:00 

防災のためのオープンデータの利活用とその視覚化について 

*角田寛幸，久保田貴文（多摩大） 

 

15:00-15:30 

高齢者の QOL 評価指標としての老衰死亡データの利用について 

*村上ひかる・藤野友和（福岡女子大） 

 

15:30-15:50 

連結成分列挙に基づく地域集積性検出について 

*難波江貴行・水田正弘(北海道大) 

 

16:10-16:40 

大規模グラフ分析のためのプログラミング環境の紹介 

*本多啓介(統計数理研究所) 

 

16:40-17:10 

学術文献 DB における著者識別問題について 

*藤野友和（福岡女子大学） 

17:10-17:30 総合討論 

 

本研究会では，大規模化，多種多様化するデータに対する効率的な情報縮約法およびクラスタリン

グ法，データの視覚化などの情報表現や実データへの適用例に関する研究の成果が示され，それぞ

れの情報表現・視覚化手法，情報縮約・クラスタリング手法，計算アルゴリズムに関する議論を行

った。 

上記発表のうち，黒田らの発表が目標(2)(3),竹内らの発表が目標(2), 角田らの発表が目標(1), 村上ら

の発表が(2), 難波江らによる発表が目標(1)(2)(3),藤野による発表が目標(2)(3)に関連する成果とな

る。 

 

 


